
07年Ⅲ雅子さまは
公務に復用されるか?

07年夏の
参院選の結果は?

Ｑ
盤
挙
き
瞭
憾
今
年
一
倹
鶴
撻
錢
簿
暮
線
機
か
奪

「部
分
復
帰
」が
‘
割

悠
仁
さ
ま
が
ご
誕
生
に
な
り
、
愛

子
さ
ま
が
学
習
院
幼
稚
園
に
入
園

さ
れ
る
な
ど
、
皇
室
に
明
る
む
こ
―

ス
が
多
か
っ
た
２
０
０
６
年
。
し
か
し
、

広
く
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
の
は
、
や

は
り
医
師
回
の
治
療
を
受
け
ら
れ
て

い
る
皇
太
子
妃
・雅
子
さ
ま
の
ご
病

状
だ
ろ
孔ヽ

雅
子
さ
■
の
静
養
は
、
０３
年
１２
月

か
ら
続
く
が
、
０６
年
８
月
に
オ
ラ
ン

ダ
の
ベ
ア
ト
リ
ッ
ク
ス
女
王
陛
下
の
招

待
で
、
久
々
に
海
外
を
訪
問
さ
れ
た
。

１０
月
に
は
静
養
に
入
ら
れ
て
か
ら
、

初
の
泊
ま
り
が
け
の
地
方
公
務
を
行

わ
れ
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
．
順 目

民
～
静
観
【

調
に
回
復
さ
れ
て
い
る
の
は
確
か
な

よ

つゝ
だ
。　
　
　
　
　
　
　
、

そ
れ
で
も
、
周
り
は
騒
が
し
唸

Ｈ

月
に
、
「週
刊
朝
日
」
が
「雅
子
さ
ま
と

皇
太
子
殿
下
が
考
え
て
い
た
皇
籍
離

脱
の
『真
相
ヒ
と
題
す
る
記
事
を
掲

載
。
同
誌
は
翌
１２
月
、
見
出
し
な
ど

で
読
者
に
誤
解
を
与
え
る
部
分
が
あ

っ
た
、
と
し
て
「お
わ
び
」
を
出
し
た
。

今
年
、
雅
子
さ
と
は
〈
ど
こ
ま
で

公
務
に
復
帰
さ
れ
る
だ
ろ
一，
か
。
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
復
帰
さ
れ
ず
、

時
々
姿
を
お
見
せ
に
な
る
」
と
の
回

答
も
３０
．６．
％
ぁ
っ
た
が
↓
部
分
復
帰

さ
れ
る
」
が
６２
・０９
％
で
、
多
数
を
と

め
た
。
少
し
ず
つ
公
茂
を
と
な
し
て

い
か
れ
る
と
の
見
方
が
強
唸

雅
子
さ
ま
は
Ａ
ｌ２
月
９
日
の
ご
自

身
の
お
誕
生
日
で
、

「国
民
の
皆
様
か
ら
も
変
わ
ら
ず
温

か
い
気
持
ち
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
心

よ
ヶ
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
」

と
の
ご
感
想
を
文
書
で
出
さ
れ

た
。
病
に
苦
し
ま
れ
る
プ
ヶ
ツ
セ
ス
。

全
快
き
れ
る
日
が
待
た
れ
る
。

（本
誌
　
渡
辺
理
雄
）

行
ｔ
手
に
暗
雲
～

皇室i参院選←団塊世代の大量定年■

中
Ｑ

離
の
参
腕

選
で
麟
つ
の
燃
争

写
党
勝
利
」が
８
割

０７
年
は
「選
挙
の
年
」
と
言
わ
れ
、

春
に
統

一
地
方
選
、
そ
し
て
、
夏
に

は
参
議
院
選
が
控
え
て
い
る
。
と
り

わ
け
自
民
、
民
主
両
党
が
「天
下
分

け
日
の
戦
い
」
と
位
置
づ
け
る
参
院

選
は
、
そ
の
後
の
政
局
を
大
き
く
左

右
す
る
沖

と
で
つ
の
も
、
選
挙
の
結
果
、
参

院
で
与
党
（ュ
民
、
公
明
）が
過
半
数

を
下
回
れ
ば
、
自
民
党
は
、
「せ
っ
か

く
の
安
倍
政
権
も
死
に
体
の
内
閣
に

な
る
。
目
民
党
も
政
権
与
党
と
し
て

死
に
体
と
な
る
ス
青
木
幹
雄
・参
院

自
民
党
議
員
会
長
）の
は
必
至
。

小
沢

一
郎
代
表
率
い
る
民
主
党

も゙
、「大
敗
す
れ
ば
、
そ
の
ま
〓
空
中
分

解
す
る
ス
民
主
党
中
堅
）

と
で
つ
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

各
メ
デ
「ア
の
下
馬
評
で
は
「自
民

苦
戦
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
公
明
党

が
改
選
１３
議
席
を
維
持
し
た
場
合
、

与
党
の
過
半
数
維
持
の
た
め
に
必
要

な
自
民
党
の
議
席
数
は
ヽ
５２
だ
ｏ
と

こ
ろ
べ

前
回
の
０４
年
選
挙
で
、
自
民

党
の
獲
得
議
席
は
４９
だ
つ
た
弓
小
泉

総
裁
―
安
倍
幹
事
長
」
と
で
つ
当
時

の
〃最
強
二
枚
看
板
イ
で
臨
ん
で
こ
の

結
果
な
の
だ
か
ら
、
参
院
自
民
党
の

ボ
ン
、
青
木
議
員
会
長
の
焦
燥
感
が

深
ま
る
の
も
無
理
は
な
唸
　
　
・

し
か
し
、
青
木
氏
の
心
配
を
よ́
そ

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
↓
自
民
単
独
」

あ
る
い
は
「与
党
」
で
過
半
数
を
超
え

る
と
回
答
し
た
人
が
、
合
わ
せ
で
８

割
を
超
え
た
。　
．

政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
伊
藤
達

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・一
　
一
　
．
　
一
　
　
　
　
　
　
一

美
氏
が
言
一乳
　
　
　
　
　
　
．

「妥
当
な
結
果
で
す
ね
。
勝
敗
ラ
ィ

ン
の
５２
と
で
つ
数
字
は
自
民
党
に
と

つ
て
確
か
に
公
―
ド
ル
の
）高
い
数
字

で
す
が
、
相
手
の
民
主
党
は
候
補
者

擁
立
作
葉
が
遅
れ
て
い
ま
克

民
主

党
は
『今
度
は
勝
て
る
』
と
煽
っ
て
い

ま
す
が
ご
しれ
で
は
勝
て
ま
せ
ん！…
」

小
沢
氏
が
、
そ
の
政
治
生
命
を
懸

け
て
取
り
組
む
政
権
交
代
な
の
だ

が

回
答
者
の
多
く
変
　
・

「０７
年
に
は
実
現
し
な
い
」

と
、
み
て
い
る
の
だ
。　
　
　
・

・

■
年
後
の
首
相
は
？
　
　
　
ヽ

ま
た
ヽ
「０７
年
１２
月
の
時
点
で
、
首

湘
鷲
だ
れ
か
！
」
ｔ
ｔ
つ
墳
問
に
い

「安
倍
晋
三
」
と
の
回
答
が
９
．１
１
８

大
（７８
一邦
％
）
↑
ダ‥ン
ト
＞
の
１
位
。

ゲ
仁
卜
一
縦
舞
と
で
も
久
点
た
つ
た

麻
生
太
郎
外
相
で
９
１
３
人
（
７
‥

８４
％
ヽ

民
主
党
の
小
沢
代
表
は
６
５

２
大
（ｒ
・６‐％‐
）
で
３
位
だ
っ
た
。
´

当
然
と
で
え
ば
、
当
恭
の
数
字
で

は
あ
る
一
一
一　

．
一　
　
ヽ

・
一　
．
・

た
だ
、
＞」オ」に
来
て
、
安
倍
政
権

朧
　

　

襲

財…
派
射
直
し…
紺
分
ぼ
力
き‐
や
、
石
聞
．

工
胡
」
破
姉
税

…調会
‥長
（悩
峙
）つ
曖

人
官
舎
同
居
問
題
な
ど
、
失
策
や
不

祥
事
も
日
立
ち
、
行
く
手
に
暗
雲
が

漂
い
始
め
た
。

一そ
の
た
め
か
、
１２
丹
時
点
の
首
相

は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「き
っ
と
安
倍
晋
三
な
ん
だ
み
■ヽ
変

予
想
す
る
の
も
い
や
だ
ス
女
。５２
・小

学
校
教
師
）　
　
　
　
　
一

と
で
つ
意
見
や
、　
　
　
　
　
・

「安
倍
さ
ん
以
外
の
自
民
党
の
人
」

（男
。３５
・会
社
員
）

「安
倍
内
閣
は
短
命
な
気
が
す
る
」

（女
・５３
。事
務
）

と
い
っ
た
具
合
に
、
批
判
的
な
意

見
も
日
立
っ
た
。
・

「
一
寸
先
は
闇
」
と
言
わ
れ
る
永
田

町
。
昨
年
の
自
民
党
総
裁
選
で
圧
勝

し
た
安
倍
首
相
だ
が
↓
選
挙
に
勝
て

な
い
顔
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
張
ら
れ
れ
ば
、

一
瞬
に
し
て
猛
烈
な
逆
風
に
さ
ら
さ

れ
る
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「大
勝
」
し

て
も
、
安
閑
と
し
て
は
い
ら
れ
な
い
は

ず
だ
。

（本
誌
　
吉
田
清
久
）
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Ｑ
圃
塊
世
代
の
大
轟
退
賤
に
よ
る
影
響
と
は
，

む
の
づ
く
，
衰
退
に

０７
年
か
ら
本
格
化
す
る
団
塊
世
代

の
大
量
退
職
は
い
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

問
題
へ
と
波
及
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
ア
ン
ケ
ト
ト
で
も
、
「
訃
本
の

も
の
づ
く
り
が
衰
退
す
る
」
５２
・９０
％
、

「企
業
の
人
手
が
不
足
す
る
」
４０
．

０１
％
な
ど
、
産
業
界
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
、
多
く
の
人
が
不
安
を
感

じ
て
い
た
。

特
に
、
企
業
の
足
腰
の
弱
体
化
を

懸
念
す
る
声
が
多
唸

「安
全
や
品
質
面
で
問
題
が
起
き

な
い
か
心
配
ス
男
。２５
。会
社
員
）

「方
向
を
見
失
う
会
社
が
増
え
、
企

業
責
任
を
問
う
状
況
が
多
発
す
る
」

（女
・３６
。コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

な
ど
、
た
だ
で
さ
え
頻
発
し
て
い

る
欠
陥
商
品
の
発
生
や
不
祥
事
が
、

熟
練
し
た
ノ
，
ハ
ウ
を
も
っ
た
固
塊
世

代
の
引
退
で
加
速
す
る
と
見
て
い
る
。

さ
ら
に
、
現
役
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち

は
一
時
期
に
大
量
退
職
が
進
む
こ
と

で
、「退
職
金
の
支
払
い
が
増
え
、
財
務

内
容
が
厳
し
く
な
っ
て
、
企
業
が
さ

ら
に
給
与
の
減
額
を
迫
る
ス
女
・３０
．

会
社
員
）
　

．

「既
存
社
員
の
仕
事
量
が
増
加
す

る
ス
男
。３７
・会
社
員
）
　
　
一

と
、
自
分
た
ち
の
生
活
へ
の
マ
イ
ナ

ス
面
を
心
配
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
る
。
　

　ヽ
　
　
　
　
　
．

ま
た
、
団
塊
世
代
の
引
退
と
引
き

換
え
に
、
「若
者
２
雇
用
が
増
え
る
」

と
見
る
人
は
３６
・０３
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

Ｑ
年
金
分
割
化
で
離
婚
は
増
え
る
か
０
・

７５
％
が
居
¶え
る
」

０７
年
４
月
か
ら
、
離
婚
す
る
夫
婦

間
で
、
厚
生
年
金
（報
酬
比
例
部
分
）

の
協
議
分
割
が
可
能
に
な
る
。
い」の

新
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
妻
が
専
業

主
婦
の
場
合
と
、
共
働
き
で
妻
の
収

入
が
夫
よ
り
低
い
場
合
は
、
妻
が
受

け
取
る
年
金
額
は
従
来
よ
り
も
多

ぐ
な
る
た
め
●
」れ
を
機
に
、
我
慢

を
重
ね
て
き
た
妻
が
、
離
婚
を
切
り

出
し
始
め
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
０７
年
の
離
婚
件
数

は
前
年
ふ
り
「増
え
る
」
と
み
る
回

答
が
、
７５
・２７
％
と
圧
倒
的
多
数
を
占

め
た
。
実
は
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ

る
と
い
離
婚
率
の
ピ
ー
ク
は
０２
年
で
、

そ
れ
以
降
、
０５
年
ま
で
３
年
連
続
で

減
少
し
て
い
る
。
妻
が
制
度
改
正
ま

で
、
離
婚
を
思
い
と
ど
ま
っ
て
い
る
と

の
見
方
も
あ
り
、
０７
年
に
は
〃嵐
″
が

吹
き
荒
れ
る
か
も
し
れ
な
唸

ヽ
新
制
度
に
つ
い
て
い
男
性
回
答
者

か
ら
は
、
卜」ん
な
声
が
聞
か
れ
た
。

「二
人
で
つ
く
っ
て
き
た
家
庭
だ
か

ら
、
当
然
妻
に
も
権
利
が
あ
り
、
自

分
の
生
活
を
持
と
う
と
し
た
時
の
励

み
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
去
ら
れ

た
夫
の
寂
し
さ
は
極
限
。
明
日
は
、

我
が
身
か
も
ス
男
・６６
・無
職
）

一
方
、
新
制
度
は
期
待
で
き
な
い

と
敬
遠
す
る
女
性
も
い
る
。

「厚
生
年
金
を
半
分
も
ら
え
て
も
、

老
後
の
生
活
は
無
理
。
だ
か
ら
、
現

状
の
ま
ま
、
収
入
は
自
分
が
握
り
、

配
偶
者
に
生
活
費
を
分
け
て
生
き
て

い
く
失
女
・４７
・事
務
職
）

「セ
ッ
ク
ス
レ
ス
に
陥
っ
た
こ
と
。
し

ん
ど
い
ス
男
一３６
。大
学
教
員
）

「妻
の
借
金
癖
ス
男
。３７
。会
社
員
）

ほ
か
に
は
、
嫁
姑
問
題
や
性
格
の

不

一
致
、
価
値
観
の
相
違
、
夫
の
家

庭
軽
視
な
ど
。
ま
た
、
男
女
と
も
、

家
庭
を
離
れ
、自
由
を
求
め
る
声
も
、

少
な
く
な
か
っ
た
。

「２５
年
以
上
↓
結
婚
生
活
を
し
た
わ

け
だ
か
ら
、
も
う
十
分
。
自
由
に
な

け
た
い
失
男
・５。
．教
員
）

「自
由
が
欲
し
い
ス
女
。３８
会̈
社
員
）

「
一
人
の
ほ
う
が
気
楽
だ
ス
女
・

斑
・専
業
主
婦
）
　

　

　

．

な
か
に
は
、
も
は
や
待
っ
た
な
し
、

ど
で
つ
人
ょ
い
る
。

「価
値
観
、
趣
味
、
ど
れ
を
取
っ
て

ょ
共
通
の
も
の
が
な
唸
信
頼
、
尊
敬

離婚は06年より
増えるか?

戦
々
恐
々
の
夫
た
ち

妻
の
１４
％
が
離
婚
検
討
中

で
は
、
現
在
、
離
婚
を
考
え
て
い
る

人
は
、
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
甘？
奄

男
性
は
既
婚
者
４
０
２
９
人
の
う
ち

２
７
３
人
が
、
女
性
は
３
０
２
１
人
の

う
ち
４
２
５
人
が
、
「考
え
て
い
る
」
と

答
え
た
。
率
で
ｒ
ヶ
と
、
男
性
が
６
・

硲
％
な
の
に
対
し
、
女
性
は
そ
の
２

倍
強
の
１４
・”
％
だ
つ
た
。　
　
．

男
女
と
も
、
回
答
者
の
年
齢
に
は

ば
ら
つ
き
が
あ
晩
．
離
婚
を
願
う
理

由
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。

ま
ず
は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
身
ス
に
、
相

手
や
自
分
の
異
性
問
題
。

「自
分
の
不
貞
に
よ
り
、
夫
が
お
か

し
く
な
晩
．
引
き
こ
も
り
に
な
っ
た
」

（女
，３．
．プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
）
　
　
　
フ

「浮
気
さ
れ
た
の
を
知
っ
た
力、
ら
」

（女
・２５
・専
業
主
婦
）　
　
　
　
　
一

「恋
人
と
添
い
遂
げ
た
い
ス
男
・４２
・

会
社
員
）
　
　
　
　
、

一
方
、
現
代
的
か
つ
深
刻
な
理
由

も
あ
る
。

「夫
の
暴
力
。
子
ど
も
に
対
す
る
精

神
的
暴
カ
ス
女
。２７
・公
務
員
）

な
ど
。
高
齢
者
雇
用
が
促
進
さ
れ

れ
ば
、
そ
の
分
、
若
者
や
ニ
ー
ド
・フ
リ

ー
．タ
ー
た
ち
２
屋
翔
が
割
を
食
わつ
と

で
ケ
わ
け
だ
ｏ　
　
ヽ
　

一　
　
　
，
一

回
塊
ニ
ー
ト
が
出
現
？

社
会
への
影
響
は
‐どチ
か
。
団
握

世
代
ｐ
り
舛
イ
ア
は
い
本
格
山
な
′高

齢
化
社
会
の
″序
章
〃と
な
る
だ
け

に
、
き
ま
ざ
ま
な
新
現
象
が
登
場
し

そ
す
だ
。
そ
れ
に
伴
って
、

「地
域
社
会
に
適
応
で
き
な
い
お
年

寄
ヶ
が
増
え
、
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
ンち
」

（女
。４３
・会
社
員
）

「シ
ニ
ア
の
ひ
っ
か
か
る
詐
欺
事
件
な

ど
が
増
え
る
ス
女
，２８
・主
婦
）

「団
塊
ニ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
が
生

ま
れ
る
ス
女
・７２
“主
婦
）

な
ど
、
新
た
な
社
会
問
題
の
タ
ネ

を
ま
く
、
と
見
る
人
も
多
唸

他
方
で
、
７２
・０３
％
は
「シ
ニ
ア
向
け

ビ
ジ
ネ
ス
が
盛
ん
に
な
る
」
と
見
て
お

け
、
退
職
し
た
回
塊
世
代
が
経
済
の

活
性
化
に
一
役
買
う
と
で
つ
見
方
も

か
な
り
多
唸

た
と
え
ば
、

「旅
行
業
界
が
活
性
化
す
る
ス
女
【

４４
・フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）

「退
職
金
に
よ
る
消
費
が
拡
大
し
、

景
気
に
も
影
響
す
る
ス
男
，３４
・サ
ー

ビ
ス
業
）

な
ど
、
＞」の
世
代
が
消
費
の
主
役

に
も
な
り
う
る
と
ｒ
ヶ
観
測
だ
。

さ
ら
に
、
団
塊
世
代
自
身
が
供
給

サ
イ
ド
に
立
っ
て
活
躍
す
る
と
で
つ

予
測
も
あ
る
。

「退
職
者
に
よ
る
新
会
社
設
立
な

ど
に
よ
ｂ
へ
新
し
い
業
態
の
サ
ー
ビ
ス

が
出
て
く
る
ス
女
・４３
・専
業
主
婦
）

と
い
っ
た
見
方
は
、
″
モ
ー
レ
ツ
時

代
〃の
企
業
戦
士
だ
っ
た
団
塊
世
代
の

底
力
を
、
今
な
お
社
会
が
認
め
て
い

る
と
も
受
け
取
れ
る
。

回
塊
世
代
が
定
年
後
も
働
き
続

け
、
し
か
も
、
消
費
の
牽
引
役
の
一

翼
を
担
え
ば
、
社
会
や
経
済
の
変
化

は
緩
や
か
な
も
の
に
お
さ
ま
る
だ
け

で
な
く
、
成
長
の
要
素
に
も
な
り
う

る
。
今
か
ら
団
塊
世
代
の
大
量
退
職

を
マ
イ
ナ
ス
と
決
め
つ
け
る
必
要
は

決
し
て
な
い
だ
ろ
孔ヽ

（本
誌
　
高
畑
墓
宏
）

ゼ
ロ
。
長
年
の
鬱
憤
が
た
ま
り
に
た

ま
っ
て
爆
発
寸
前
！
・ス
女
・５８
・専
業

主
婦
）
「
一
緒
に
い
る
こ
と
に
疲
れ
て
い
る
。

わ
る
だ
け
で
不
快
に
感
じ
る
の
一で
」

（男
・４７
・大
学
助
教
授
）

た
だ
し
、
新
制
度
に
は
、
夫
の
同

意
か
裁
判
所
の
決
定
が
条
件
で
あ
る

こ
と
、
分
割
の
割
合
は
、
厚
生
年
金

（報
酬
比
例
部
分
）の
２
分
の
１
が
上

限
で
あ
る
こ
ど
、
受
給
は
あ
く
ま
で

６５
歳
か
ち
で
、
結
婚
し
て
い
た
年
数

に
応
じ
て
計
算
さ
れ
る
こ
と
な
ど
留

意
点
が
あ
る
。
離
婚
が
吉
と
出
る
か
、

凶
と
出
る
か
は
、
ケ
ト
ス
・バ
イ
・ケ
ー

ス
。
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
冷
静
に
、

選
択
す
べ
き
だ
ろ
乳ゝ

憲
誌

関
仁
邑Ｗ

；
割
が
不
安
感

名
６０
歳
を
超
え
る
雇
用
が

一
般
化

し
て
く
る
の
で
、
急
激
な
変
化
は
起

こ
ら
な
い
ス
男
・５．
．会
社
員
）

「熟
年
者
を
低
賃
金
で
再
雇
用
す
る

流
れ
が
加
速
す
る
ス
男
。３３
や会
社
員
）

60     70     80(%)
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